
機械設計の技術を福祉機器に生かす
　有限会社メカテックスは由利本荘市にある産業機
械の設計会社。佐藤敏美社長は、NECで人工衛星の製
造に携わったのち、帰郷して合板機械メーカー勤務を
経て独立、TDKのカセットテープ組み立て機など産
業機械の設計を数多く手がけてきた。
　現在も事業の主軸は生産設備の設計で、電子部品ハ
ンダ付け装置や高速自動組立機といった一点ものの
自動化・省力化機械の設計を得意としている。
　一方で同社は７年前から介護・福祉機器の開発にも
取り組んでいる。佐藤社長の先輩にあたる人が若くし
て脳溢血で倒れ必死にリハビリをしている姿を見て、
得意とする機械設計の技術で少しでも手助けになる
ような装置をつくれないものかと考えたのがきっか
けだった。

腕に力の入らない人向けの装置開発
　最初に開発したのは「アームバランサー」と名付け
た腕動作支援装置。病気やケガにより自力で腕を動か
すのが困難になった人が、腕を装置に載せることでか
なり自由に腕を動かせるようになり、一人で食事をし
たりペンを持つことも可能に。工場向けの自動化・省

力化機械の設計手法を取り入れたことで、腕の動きも
自然で安定感のあるものになった。
　直近で実用新案権を取得した製品に、車イス用アー
ムレスト「スマートレスト」がある。
　一般的な車イスの肘掛けは平板で腕を載せるだけ
の形状。腕に片マヒ等の障害のある人だと腕がずり
落ちて、手の先が車輪に巻き込まれてケガをする恐
れもある。
　同社が開発した「スマートレスト」は市販の車椅子
の肘掛けと簡単に交換して使用可能。断面形状をU字
とする事で腕のずり落ちを防ぎ、角度・高さの調節機
能により利用者に応じた快適な姿勢を提供出来る。

製品化に際して専門機関の協力を仰ぐ
　スマートレスト開発にあたっては、基本設計を同
社が行い、医療機関の協力を得て有用性を検証。最終
的な製品化は、材質や数量などが実現の壁となった
が、あきた産業デザイン支援センターのアドバイス
により材質・形状・製法の組み合わせを見直し、製品
化を果たすことが出来た。今後の普及に向けては、大
手福祉機器販社向けにOEM生産するか、実用新案権
の有償譲渡も考えている。

機械設計で多くの実績を持つ「有限会社メカテックス」。その
社長を福祉機器の開発へと導いたのは病後のリハビリに悩む
知人の姿だった。BtoBの世界に身を置いてきたが、培ってきた
技術は、人に役立つものづくりに生かせることに気がついた。

有限会社メカテックス

佐藤社長が考案開発し、
商品化に向けて

あきた産業デザイン支援センターの
支援を受けて完成させた

「車イス用アームレスト」。

1 車イス用アームレストの機能を説明
する佐藤敏美社長。フットレストから
足を離すと自動的に車輪がロックさ
れる機能も佐藤社長が開発した。

2 展示会出品に際して制作したパンフ
レットはあきた企業活性化センターの
専門家派遣事業を利用してプロのデザ
イナーからアドバイスをもらった。

3 腕動作支援装置「アームバランサー」
はメカテックスが福祉機器の開発を
手がけるようになった最初の製品。

4 生産設備の設計が現在もメカテック
スの事業の主軸になっている。
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生産設備の設計実績を生かし
独創的な介護・福祉機器を開発
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農産物生産は天候や市況に大きく影響を受ける。農業関連の
事業を行っている企業にとってもそれは不安定要素になる。
そこで加工設備を導入して野菜の高付加価値化を進め、地域
農業の安定と新しい販路の開拓を目指す。

日本ナチュラル株式会社

野菜をペーストにする設備の機能を生かして
スイーツの商品化も目処がついた
（写真のパッケージはサンプル）。

奥は６種類の味を楽しめる「ジャム＆ソース」。
現在は品薄状態とか。

〒017-0012  
秋田県大館市釈迦内字家後18-7
Tel. 0186-57-8730　Fax. 0186-57-8737
http://nihonnatural.co.jp/
E-mail:mame.waravi@hb.tp1.jp

市況に左右されやすい野菜生産に
機械設備導入で付加価値を高める

設備貸与制度

事業の解説
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県内小規模企業者・中小企業者が導入を希望される機械設備を当セ
ンターが購入し、割賦販売またはリースする制度です。
［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／経営革新・設備資金担当まで。

1 農作物生産から加工販売までを一
貫して手がける辻大樹社長。

2 野菜カット機の導入がカット野菜の
大口受注に結びついた。

3 ペースト状にした野菜を袋詰めす
る充填機。

4 袋詰めされたペーストは真空包装
機で封をされて出荷できる状態に
なる。

制度の解説

1 2 3 4

設備貸与制度

）（センター活用事例 ）（センター活用事例

廃棄される野菜を見て新事業を創出
　大館市の大館卸団地内にある日本ナチュラル株式
会社は平成20年の創業で、元々は農業資材の販売や
農産物の生産販売などを行う会社だった。米と大豆の
検査資格も有しており、農家から米や大豆を仕入れて
出荷することも出来る。
　農産品加工分野に進出しようと思い立ったのには
一つのきっかけがあった。野菜の卸価格が極端に下落
した時、辻大樹社長の実家の田んぼの隣でキャベツを
生産していた農家が、採算割れになるキャベツを大量
に廃棄していた。それを見て、野菜をペースト加工す
れば生鮮野菜としての出荷以外に新しい販路も開拓
できるのではないかと思い立ったのだ。

設備貸与制度を最大限活用
　平成25年の暮れに、あきた企業活性化センターの
設備貸与制度を利用して、野菜の加熱処理機、カット
機、ペースト充填機、真空包装機を導入した。
　これにより学校給食向けのサツマイモコロッケ用
ペーストやカボチャプリン用ペーストなどの生産性
が向上した。県外のずんだ餅のメーカー向けに枝豆
の餡も出荷している。

　このように、導入した装置は餡の製造にも適して
いることから、同社は菓子製造業の許可を取得し、か
ぼちゃ、枝豆、さつまいも、にんじん、とうもろこしを
原料とした餡でスイーツを商品化した。平成26年1
月下旬以降、県内の主なスーパーで販売される予定
になっている。
　また、フーデックスなどの食品関連展示会に積極
的に参加して自社の技術とペーストサンプルを見て
もらい、新規需要の掘り起こしを図っている。

導入設備で新規のビジネスチャンス
　当社は25haほどの農地を有しており、原料となる
野菜づくりから加工販売まで自社で一貫して行うこ
とが出来るため6次産業化の好事例と言える。
　野菜のペースト、餡づくりとともに、現在はカッ
ト野菜の委託生産も受注しており、首都圏のスー
パーにも並んでいる。今夏からは自社生産の野菜を
袋詰めカット野菜として販売予定となっており、設
備の導入が新たなビジネスにつながっている。

※3日前が土・日・祝日の場合はその前日までとなります。なお事前のお申し込みは開設日当日の相談
を効率的に行うためのものであり、事前のお申し込みがなくても当日のご相談は可能です( ICT=Information and Communication Technologyの略。「情報通信技術」と訳される）

伝統的工芸品をはじめとする県内製造業を対象に、産業デザイン・
製品開発・マーケティング等について専門的な助言を行います。ま
た、「あきた産業デザイン協議会」と連携し、県内企業への産業デザ
インの導入を促進します。
［制度の利用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／あきた産業デザイン支援センターまで。

あきた産業デザイン支援センター事業
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